青明舎　　フェイスシート

平成18年10月23日（月）
	入　所　者
	氏　名　　　鈴木　恵美子　　様　　　　　　　男・女　　昭和23年1月3日生   （57歳）

	
	　住　所　八戸市吹上２丁目11-69　電話　43-9409

	
	病　　名
	精神発達遅滞（短絡反応）
	合　併　症
	糖尿病

	
	発症時期
	H6年頃
	罹 患 期 間
	　約10年

	
	入院回数
	　１回
	延べ入院年数
	　約10年　　　　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　1　回）

	医療区分
	　国保
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	年　　金
	有・無　（障害者年金２級）

	 登録年月日
	H16年2月27日
	身長
	141ｃｍ
	体重
	67kg

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	なし

	保　護　者
	氏　　名　　鈴木　ミチル　様　　　　　　　　　続柄　　母　（同居　・否）

	長期目標        デイケアに継続して通所し、糖尿病の悪化と再発の防止する

	入院・治療歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成元年９月～平成１０年８月（青南病院入院）

	生活歴：
八戸に出生。同胞３名の第一子として生まれる。子どもの頃より、精神発達遅滞だと言われたが、小中学校とも特殊学級には入らず、成績は悪かったが、読み書きは出来たという。中学校卒業後、無為、徒食であった。家事も人に言われて行うがすぐ飽きてしまうことがあった。放浪癖などあり、出奔が多いため、結婚させたら落ち着くのではないかと結婚するものの、Ｓ52年に状態良くならず、そのうちに自分の子どもを虐待するようになり、青南病院に入院となる。（Ｈ1.9～Ｈ10.8）

	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在、家族は現在同居しており、母、弟夫婦、子である。本人の

子供や嫁に行った方とは一切交流を持たない。経済面は年金もあり、協力的と思われる。家族の中での役割として、掃除やゴミ捨て、買い物などをきちんと行っており、家族間はうまくいっているようである。


（青明舎）施設処遇会議①

平成18年10月23日（月）

	氏　名
	鈴木　恵美子　　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和23年1月3日（57歳）


	問題点
	介入方法

	①健康管理について
	· 青明舎利用時に、食生活について確認し、間食などについてはその都度、声掛けを行なう。



	②対人関係について
	・物品のやりとりや金銭の貸し借りからトラブルが起
こることについて説明する。

	これまでの経過（最終評価日　H18年10月23日）

	①健康管理（運動）について

　デイケア　　ＢＭＩが高く（33.7）合併症として糖尿病となっている。デイケアでは体重管理のため通所前に自宅から六日町まで（約2ｋｍ）歩き、通所後も約30分間、ウォーキング・エアバイクを行なうように促し、行うことが出来ている。そのため、体重を維持する事はできている。しかし、通所リハビリテーションまで歩いて来ることがあり、下肢（左足首、右膝）の痛みをスタッフに訴えている。

　青明舎　　　青明舎にはバスで通うことができている。ダイエットの為に歩くということは聞かれない。

　家（本人）　デイケアに行き運動の状態を確認すると「おら、毎日歩いてらよ」とデイケアに行く前に運動していることを話している。下肢の痛みについて確認すると「今日も膝に薬塗ってきたらよ」と言いながら４０分（３０分間の予定）エアロバイクを漕ぎ続けている。

②健康管理（食事）について

　デイケア　　スタッフが何度も説明を行っているが、「お母さん持って行けって言った」などと言って栗を持ってきたり、お菓子を持ってきて他メンバーに配ったり間食したりしている。本人はスタッフに間食はしていないと話している。

　青明舎　　　青明舎来所時に自宅から間食を持ってきて食べていることやセルフヘルプグループに自宅から食材を持ってきてもう一品追加していることがある。

　家（本人）　自宅での食事については、家族が作ってくれた物を家族と同じ量、食べていると話している。自宅での間食については「おら、食べてないよ」と話している。

③対人関係

　デイケア　　デイケアではスタッフが何度説明を行ってもメンバーと物のやりとりを行っている。また長瀬様宅に行き、買い物を奢らせていたことをスタッフに指摘されると「もう行かない」と話しており、その後も長瀬様宅には言っていないと話している。

　青明舎　　　長瀬様宅にお菓子を売りつけていることや、買い物を奢らせていることがほぼ毎週見られている。長瀬様、鈴木様それぞれに金銭管理についてのアプローチを行っているが7月～9月上旬まで続いている。

　家（本人）　本人に長瀬様宅で訪問したことについて「一回行ったったけどもう行ってないよ」と話している。訪問した理由について「長瀬さんが遊びに来てって言ったから」と話しており、買い物を奢って貰ったことについては「奢ってくれるって言うから」と答えている。


プラン計画者　氏名：　小笠原　嘉紀　　　　

	外来時の様子（外来Ｎｓから情報収集）

	【生活リズムの確立】
　デイケア（月～金）自宅より通所、外来（毎週：木）

デイケア通所について、本人から、「毎日、楽しい」と聞かれており、主治医より継続していくようにと話されているとのこと。自宅での様子について本人は、「特に変わったことはない」と話しており、時折、デイケアでの出来事を報告しているとのこと。

【健康管理について】

外来受診時の様子について、看護師から、自分の身体面や精神面の状態について、主治医に話ができていおり自ら症状を訴えて処方されている。糖尿病については若干の改善が見られているとのこと。主治医からは血圧が高いため、適度に運動して体重を落とすように（下肢に痛みを訴えるため）と指導されている。

【対人関係について】

　　主治医から金銭のやりとり（長瀬様に買い物を奢らせていること）について行わないようにと指導を受けている。
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